


































































































































































































































































1 　判例紹介 Lovely v.Allstate Insurance Co.658A.2d 1091(Me.1995)
　※　交通事故の被害者が､ 事故当時にこの者に存在していた傷害を､ 加害
者の過失ある行為によって悪化させられ､ 不可分な損害を生じさせた場
合には､ 過失ある行為者は､ そのすべての損害に対して責任を負う
　　アメリカ法1991年1号140－145頁
2 　「変動する家族法―結婚と離婚―」金沢大学教育解放センター紀要15号
80頁（1995年）
3 　「明治期以降の日本法のルーツについて―民法を中心として―」
　　日本学術会議中部地区会議ニュース133号4－6頁（2012年10月）
■　学会等における報告
1 　日本交通法学会：人身賠償・補償研究会研究報告（1985年）
　　「損害賠償法における仮定的因果関係等をめぐる問題―ドイツ法の議論
を中心として―」
2 　日本私法学会報告（1993年10月）
　　「不法行為における仮定的な原因競合と責任の評価―我国における複合
的な競合事例の処理のために―」
3 　日本学術会議中部地区における学術講演会2012年7月13日
21金沢法学61巻２号（2019）
　　「明治期以降の日本法のルーツについて―民法を中心として―」
4 　日本交通法学会報告（2013年5月）
　　「自賠法における責任無能力者の責任問題」　
5 　電気学会全国大会シンポジウム報告（2017年3月15日）
　　自動運転の社会的需要のために（倫理的あるいは法的責任）
　　「自動運転と法的責任」
